
























　6. 4　警視庁 2 次試験直前対策
7．他大学における公務員試験対策・公務員養成体制の紹介
8．今後の相談業務および指導体制の拡充に向けて



























　まず，大学全体として直近 2 年間と 2019 年度を比較する。「警察」は 2017
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年度 129 名・2018 年度 151 名から 2019 年度は 138 名となり，130 ～ 150 名の
間を推移している。「消防」は，2017 年度 95 名・2018 年度 102 名から 2019
年度は微増の 110 名となったが，おおむね 100 名前後の状況が続いている。「自
衛隊」は，2017 年度 23 名・2018 年度 29 名から 2019 年度 26 名となり，例年
20 ～ 30 名となっている。「その他公務員」は，2017 年度 44 名から 2018 年度
にいったん 70 名まで増加するが，2019 年度は再び 55 名へと減じた。公務員
全体では，2017 年度 291 名・2018 年度 352 名から 2019 年度は 329 名となり，
300 ～ 350 名の間にある。この傾向は 2016 年度（警察 151 名，消防 100 名，
自衛隊 25 名，その他公務員 47 名，合計 323 名）から続いており，直近 4 年








警　察 消　防 自衛隊 その他公務員 学部・学科毎計







－ － 19 － － 2 － － 10 － － 10 － －
41
政治学科 11 13 0 1 6 0 6 3 0 2 3 0 20 25
経済学科 5 7 7 2 2 2 2 4 3 5 7 4 14 20 16
政経学部
計
16 20 26 3 8 4 8 7 13 7 10 14 34 45 57
体育学部 48 48 48 84 83 99 6 7 1 17 27 15 155 165 163
理工学部 2 2 2 0 0 0 0 4 1 6 8 6 8 14 9
法学部 46 60 50 4 6 6 6 7 6 6 10 9 62 83 71
文学部 3 3 5 0 0 1 0 1 4 3 9 9 6 13 19
21世紀アジア
学部
12 14 5 3 4 0 2 3 1 2 3 1 19 24 7
経営学部 2 4 2 1 1 0 1 0 0 3 3 1 7 8 3
大学学部合計 129 151 138 95 102 110 23 29 26 44 70 55 291 352 329











は，主に 1 年生向けに，スマートフォンや PC 環境を利用した公務員試験学習
ツール（e ラーニングシステム）も導入した。
　政経学部は，2019 年度計 57 名の公務員合格者を出しており，体育学部 
163 名，法学部 71 名に次いで 3 番目である。2017 年度 34 名・2018 年度 45 名
と比べてもっとも多い数字であり，この 3 年間増加傾向が続いている。この
うち経済学科の公務員合格者数には大きな変化が見られないが，政治行政学科
（旧称，政治学科）の公務員合格者数が 2017 年度 14 名・2018 年度 25 名から
2019 年度 41 名へ大幅に増えている。中でも，市役所等職員が含まれる「その











の OB や，現役 4 年生の公務員合格者が，それぞれ仕事の内容や，採用試験に 

























て，週 4 日（月・水・木・金（※金曜日は 2016 年度・2020 年度のみ開室），
10 時から 17 時まで（2019 年度は木曜日のみ 10 時 40 分開室），政治行政学科
の教員が交代で相談員を担当している。当室は，世田谷キャンパスの 8 号館 2
階 804 研究室にある。原則として予約制（空いていれば予約なしでも利用可）
























をとった。具体的には，2017 年度は，春期は 4・5 月に，秋期は 9・10 月に，
TAC の公務員試験対策入門講座や行政特殊講義の受講生を主な対象とした。
年間相談件数は，190 件（春 120 件，秋 70 件）であった（6）。2018 年度も前年
度と同様の予約方法にもとづいて相談をおこない，年間相談件数は，130 件（春




　2019 年度公務員試験受験者は，公務員相談室設立初年度（2016 年度）に 




用者 169 名のうち 76 名と，全体の 44.9% を占めていた（8）。そのときの学生が
2019 年度 4 年生となり，公務員試験直前の相談や対策のニーズが高まっていた。
そこで，2019 年度の相談業務は，特に 4 年生の面接対策や論文添削を中心に
据えて，それ以外のところで 1 年生から 3 年生の相談業務をおこなうというや
り方を採用した。3・4 年生が受講している行政特殊講義や 4 年生の専門ゼミ
ナールⅡの学生を対象に優先的・集中的に相談や指導をおこない，一方で広く
1・2 年生を対象とした政治学 A・B などの主要講義科目においても予約をと
るという方法である。その詳細については，5. 項において分析，検討する。
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　（2）茨城県警 採用試験合格者 U さん
（学生コメント）私は勉強が苦手です。そして覚えも悪いほうです。しかし 








































































　本項では，2019 年度 1 年間の相談室の業務に関する報告と学生の相談内容
の分析を，以下 5. 1 ～ 5. 5 の観点からおこなう。
　5. 1　年間相談室来室者数合計および相談総件数内訳
　昨年度に相談室を利用した学生は，政経学部 71 名（政治行政学科 60 名，経
済学科 11 名），法学部 10 名，文学部 1 名，21 世紀アジア学部（以下，アジア
学部）1 名の合計 83 名であった（表 2-1，2-2）。このうち複数回相談室を利用
した学生も含めて相談件数として数えると，年間の相談総件数は 162 件（春期








た春期に政治行政学科 4 年生の相談件数がもっとも多いのはそのためである 



























文学部 教育学科倫理学専攻 4年 1 1
アジア学部 アジア学科 4年 1 1
合計 83 83
表 2-2　2019 年度　学部学科・学年別　相談利用者割合
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政治行政学科 1 年 11
政治行政学科 2 年 1
政治行政学科 3 年 23
政治行政学科 4 年 36
経済学科 3 年 9
経済学科 4 年 2
政経学部　合計 82
法学部
法律学科 1 年 2
法律学科 2 年 1
法律学科 3 年 10
法律学科 4 年 1
現代ビジネス法学科 1 年 1
現代ビジネス法学科 2 年 1
現代ビジネス法学科 4 年 1
文学部 教育学科倫理学専攻 4 年 5






政治行政学科 1 年 6
政治行政学科 3 年 9
政治行政学科 4 年 5
経済学科 3 年 3
政経学部　合計 23
法学部
法律学科 2 年 1
法律学科 3 年 10
秋期　合計 57
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（1 年生 17 名・2 年生 1 名・3 年生 20 名・4 年生 22 名）
志望職種 春期 秋期 合計
警察官 18 1 19
消防官 1 1 2
自衛官 3 1 4
海上保安官 0 0 0
市役所・町村役場（教養試験のみ） 17 2 19
市役所・町村役場（専門試験あり） 0 1 1
特別区 5 1 6
都道府県庁 2 0 2
国家公務員（一般職） 1 0 1
その他（入国管理官・国税専門官・警察事務など） 0 0 0
教職 0 0 0
未定 5 1 6
合計 52 8 60




（1・2 年生 0 名・3 年生 9 名・4 年生 2 名）
志望職種 春期 秋期 合計
警察官 0 0 0
消防官 1 0 1
自衛官 0 0 0
海上保安官 0 0 0
市役所・町村役場（教養試験のみ） 3 0 3
市役所・町村役場（専門試験あり） 1 0 1
特別区 2 0 2
都道府県庁 0 0 0
国家公務員（一般職） 1 0 1
その他（入国管理官・国税専門官・警察事務など） 1 0 1
教職 0 0 0
未定 2 0 2
合計 11 0 11
表 4-3　法学部　公務員志望職種割合
（1 年生 3 名・2 年生 3 名・3 年生 2 名・4 年生 2 名）
志望職種 春期 秋期 合計
警察官 1 0 1
消防官 0 0 0
自衛官 0 0 0
海上保安官 0 0 0
市役所・町村役場（教養試験のみ） 2 3 5
市役所・町村役場（専門試験あり） 1 1 2
特別区 0 0 0
都道府県庁 0 0 0
国家公務員（一般職） 1 0 1
その他（入国管理官・国税専門官・警察事務など） 0 0 0
教職 0 0 0
未定 1 0 1
合計 6 4 10













である。ともに 1 回利用が約 77%，2 回利用が約 12%，3 回以上の複数利用者の
割合も約 11% と，両者に大きな違いはなかった。なお 5 回以上利用した学生は
全体で 4 名であったが，中には 19 回来室した学生もいた。しかし全体としてみ





表 5　公務員相談室の年間相談回数割合（※小数点第 2 位を切り捨て）











あった（表 6（1））。そして相談回数が 2 回，3 回と増えるにしたがって，エン
トリーシート添削，面接や小論文の指導（二次試験以降の対策）を目的とする
学生が増え，5 回以上（表省略）の相談内容は同傾向である（表 6（2）～（4））。






前述のとおり，2019 年度 4 年生の学生は，相談室設置初年度の 2016 年度に 1






















1～ 4年 3～ 4年 1～ 4年 4年 4年























































































































































































































秋期 0 0 0 0 0









3～ 4年 3年 3年 4年





















































































































































































秋期 0 0 0 0









3～ 4年 3年 4年



















































































































































秋期 0 0 0









3～ 4年 3年 4年



















































































































































秋期 0 0 0




　相談室を複数回利用した学生に関して，1 回目から 2 回目以降，相談内容
にどのような変化が見られるかを一覧表にあらわした（表 7）。表中の対応内
容は，学生からの相談とそれに対しておこなったアドバイスや指導の内容を
簡潔にまとめたものである。2019 年度の複数来室者全 19 名中 1・2 年生はお
らず，すべて 3・4 年生であった。政経学部政治行政学科 3 年生は全員が県
庁や市役所・区役所といった一般行政職公務員であった。同学科 4 年生は，4
名が一般行政職，残り 5 名は警察官や自衛隊などの公安職系である。経済学





















































































































警視庁，面接練習 － － －
警視庁
変化なし












































































































る。この授業では受講者数では 3 年生がメインとなっているので，3 年生から












































年度には政経学部政治学科 3 年（当時）の学生 7 名，2017 年度には 5 名，2018
年度には 9 名，2019 年度には 8 名がメンバーとして参加している（計 29 名）。
　勉強会は，定期，不定期の 2 通りで開催している。定期勉強会は，春・秋
学期中に週 1 回の頻度でメンバーが集まり，1 時間半で数的処理の問題や過去
問を解きあう会である。不定期勉強会は，夏季・春季休業中に，2・3 回程度 

































住民，八潮市議会議員や市職員など約 30 人，計 100 人以上が出席した。学生
たちは，これまで一生懸命に準備してきた内容にもとづいて，オリジナリティ
溢れる発表をおこなった。



















　6. 4　警視庁 2 次試験直前対策
　相談室相談員（昨年度は 3 名の政治行政学科教員）が主体となって，主に警
視庁・県警の 1 次試験を合格した 4 年生を対象に，「≪警視庁・警察官採用試




































から成る。課外講座と並行する形で，「基礎技能 B （文章表現）・（数的処理）」 





































































　（ 3）　 『大学探しランキングブック　2020 年』（大学通信，2019 年），p.175 および
『週刊東洋経済臨時増刊　本当に強い大学 2020』（東洋経済新報社，2020 年）



























「 公 務 員 試 験 」（https://www.teikyo-u.ac.jp/studentlife/qualification_support/g_e_ 





academics/syllabus/），「 学 則 別 表 1」（https://www.umds.ac.jp/guide/documents/
gakusoku_beppyo.pdf）（いずれも 2020 年 9 月 3 日閲覧）。
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